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１． 研究のねらい 

子どもにしか見えないもの，感じられないものがある。洋の東西を問わず，このような報告

は繰り返しなされてきた。しかしながら，成人にとっては，このような現象は，言語能力が未成

熟な子どもの「誤った」報告によるものであり，科学的にも関心が払われることすらなかった。

果たして，子どもが報告するそれらの存在，そして，それらの存在を含めた認知的世界は，子

どもの誤った報告によるものなのだろうか。それとも，彼らには我々成人が想像しえないような

存在が認知されているのだろうか。本研究では，このような問いに対して，行動実験，行動観

察，視線計測，脳機能計測とその情報の利用を通してアプローチすることを目的とした。 

本研究では，成人には知覚できない，「空想の友達」（Imaginary Companion, 以下，IC）に焦

点をあてた。IC とは，名前を持ち，数か月間継続して，ある種のリアリティを伴って子どもが相

互作用する目に見えない存在のことをいう。欧米においては，半数近くの幼児が IC と相互作

用するという。しかしながら，IC に関する研究の多くは，IC についての記述的報告に留まって

おり，実証的な研究はほとんど進んでいない。発達心理学においては，IC はふり遊びの一種

であり，子どもは現実には IC を知覚しているわけではないと考えられているが，本研究は，自

らの脳内で創りあげたIC を現実でも視知覚しているという仮説を立て，この仮説を実証的に検

討することを目指した。 

具体的には，以下の 3 点について検討した。まず，IC を生み出す認知・脳内機構を解明す

ることを目指した。これまでの研究から，女児や長子は IC を持ちやすいことが示されているが，

いかなる発達機構によって IC が生み出されているかは明らかではない。次に，IC に見られる

リアリティを検証した。ここでのリアリティとは，現実の他者が目の前にいるときと同じ経験を子

どもがしていることを指す。最後に，IC を持つことの発達的意義について検証した。IC と遊ぶこ

とによって子どもの発達がいかなる影響をうけるのかを検証した。 

  

２． 研究成果 

（１）概要 

本研究では，子どもの持つ IC について，以下の３点について検討した。 

まず，IC を生み出す発達機構の解明を行った。この点に関して，本研究では，社会的認知

能力や社会脳の過活動によって IC が生み出されるという仮説を検証した。まず，養育者の関

わりが IC の生成と関連することが示された。具体的には，乳児期に子どもの心に対して言及

する養育者の子どもや子どもの自律性を尊重する養育者の子どもは，幼児期に IC を持ちや

すいことが明らかになった。次に，子どもがヒト以外の行為者に対して心を帰属しやすいと，IC

を持ちやすいことが明らかになった。これらのことから，乳幼児期の社会的認知能力や社会

脳が，社会的環境と相まって，ヒト以外の他者への心的帰属を促進すること，そのような傾向
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が IC の生成と関連する可能性があることが示された。 

次に，IC に見られるリアリティの検証を実施した。これまでの研究は子どもの言語報告に依

存していたため，本研究では視線行動と近赤外分光法による脳活動を指標として用いた。視

線行動については，他者の行動知覚時に出る顔への自発的定位に焦点をあてたところ，成

人では他者を想像する際には顔への定位が見られないが，子どもにおいては顔への定位が

見られることが明らかになった。また，脳活動については，運動野の活動に焦点をあてたとこ

ろ，ほとんどの成人では現実の他者知覚時にのみ運動野が活動するが，IC を持つとする成

人は空想の他者知覚時にも運動野が活動すること，子どもでも空想の他者知覚時に運動野

が活動することが示された。 

最後に，IC を持つことの適応的意義について検証した。具体的には，空想の他者と相互作

用することで，幼児期に著しく発達する実行機能とその脳内基盤である前頭前野の活動に変

化が見られるかを検討した。その結果，空想の他者との相互作用は実行機能を高め，前頭前

野の活動を向上させること，IC を持つ子どもほど変化量が大きいことが示された。 

 

 

（２）詳細 

以下に，それぞれの研究テーマの達成状況を示す。 

研究テーマ A： IC を生み出す発達機構の解明 

研究テーマ A では，子どもがいかにして IC を生み出すのかという発達機構の解明を目指し

た。この点に関して，本研究では，他者に対する認識である社会的認知能力やその神経基盤

である社会脳が過活動することが，IC の生成につながるという仮説を立てた。通常は他者の

行動を理解するために必要な社会的認知能力や，他者の行動に対して活動する社会脳が，

他者だけではなく，他者と類似した特徴を持つ行為者や存在しない他者に対して反応するこ

とが，IC の生成の基盤になるのではないかと考えた。具体的な研究手法としては，IC を持つ

子どもと持たない子どもの認知的・社会的プロフィールを比較した。 

まず，乳児期におけるいかなる変数が幼児期における IC を予測するかを検証した。研究 1

では養育者の関わりの効果を調べた。具体的には，乳児期において養育者と子どもの相互

作用を観察することで，養育者が子どもの心に対して言及する数や，養育者が子どもの自律

性を尊重するかなどを調べた。その結果，乳児期に子どもの心に対して言及する養育者の子

どもや子どもの自律性を尊重する養育者の子どもは，幼児期に IC を持ちやすいことが明らか

になった。研究 2 では，乳児の社会的認知能力が後の IC の生成を予測するかを検討した。乳

児の社会的認知能力として，ヒトやモノに対して目標を帰属するか否かを調べた。その結果，

モノに対して目標を帰属しやすい乳児は，後に IC を持ちやすいことが明らかになった。 

次に，幼児期において，IC を持つ子どもと持たない子どもの社会的認知能力を比較した。

研究 3 では，目に見えない存在に対して心や生物らしさを帰属するか，研究 4 では幾何学図

形に対して心や生物らしさを帰属するかを調べた。その結果，いずれの研究でも，ICを持つ子

どもの方が，目に見えない存在や幾何学図形に対して，心や生物らしさを帰属することが示さ

れた。これらのことから，乳児期にヒト以外の対象に対して目標を帰属しやすく，養育者がそ

れらの傾向を尊重すると，ヒト以外の行為者への心的帰属が促され，IC の存在が検出され，



 

そのような傾向が長期的に維持されることによって IC が生み出されるという可能性が示され

た。 

 

研究テーマ B： IC に見られるリアリティ 

研究 B では，IC にみられるリアリティを検証した。リアリティに関する研究は内観による言語

報告に基づくものが多いが，言語報告は妥当性に欠けるため，本研究では視線計測装置を

用いた視線行動と近赤外分光法を用いた脳活動を指標とした。この研究では，現実の他者を

知覚している際に特徴的に出る自発的な視線行動や脳活動が，空想の他者「知覚」時に見ら

れれば，子どもは空想の他者にリアリティを感じているという作業仮説を立て，その仮説を成

人と子どもを対象に検証した。子どもの IC そのものを扱うのは難しいため，成人や子どもに空

想の他者を想像させ，その際の反応を調べるという実験パラダイムを用いた。 

研究 5 では，視線行動を指標として用いた。特に，他者の行動を知覚している際に特徴的

に見られる顔への自発的定位を指標とした。成人でも幼児でも，他者がモノを運ぶ様子を知

覚している際には，顔への自発的定位がみられた。次に，同じような映像だが，他者がおら

ず，モノだけ動いている映像を作成した。この映像を提示し，成人および幼児に対して，他者

がモノを動かす様子を想像するように教示した。その結果，成人では他者を想像する際には

顔への自発的定位が見られないが，子どもにおいては自発的定位が見られることが明らかに

なった。また，研究 6 では，近赤外分光法を用いて，他者の行動知覚時に特徴的にみられる

運動野の活動に焦点をあてた。まず，他者の行動を知覚している際には，成人も子どもも運

動野を活動させた。また，他者の行動を想像させたときの運動野の活動を取得したところ，ほ

とんどの成人では運動野の活動は認められず，幼児においては認められた。さらに，IC を持

つとする成人において，空想の他者知覚時に運動野が活動することが示された。 

これらのことから，幼児が，空想の他者に対してリアリティを感じている可能性が明らかに

なった。 

 

研究テーマ C： IC を持つことの適応的意義 

子どもが IC を持ち，IC にリアリティを感じる可能性が明らかになりつつあるが，これらのこと

は子どもの発達にとってどのような意義があるのであろうか。このような発達的・適応的意義

に関する実証的な検証はほとんどなされてない。近年の発達科学の研究は，養育者やきょう

だい，ピアとの相互やりとりが子どもの認知・社会性の発達において重要であることを示して

いる。特に，きょうだいとは日常的に過ごす時間が長いことから，子どもの発達に与える影響

は大きいと考えられる。しかしながら，きょうだいをもたない子どもが IC を持ちやすいことを考

慮すれば，IC がきょうだいの役割を補償している可能性もある。本研究では，IC とのやりとり

が子どもの認知発達に与える影響を検討した。 

ここでは特に実行機能に焦点を当てた研究を行った。実行機能は，子どもの認知発達に

様々な影響を与えること，幼児期に著しく発達すること，きょうだいの有無で発達レベルが異

なること，脳内基盤は前頭前野を中心とする回路であることが示されている。本研究では，空

想の他者と相互作用することで，実行機能とその脳内基盤である前頭前野の活動に変化が

見られるかを検討した。具体的には，空想の他者とのやりとり前後に実行機能の課題を与



 

え，その成績と課題中の脳活動を取得し，やりとりによる変化を検討した。その結果，空想の

他者との相互作用は実行機能を高め，前頭前野の活動を向上させることが明らかになった。

さらに，ICを持つ子どもと持たない子どもの比較をしたところ，前者ほど変化量が大きいことが

示された。これらの結果は，IC とのやりとりが認知発達を促進することを示した。IC はきょうだ

いの補償作用を持つのかもしれない。 

 

 

３． 今後の展開 

今後はこれらの研究を以下の 2 点について発展させていく。 

一つは，子どもの IC 生成から消失に至る認知・脳内機構の解明である。これまでの研究で

IC を生み出す認知・脳内機構については部分的に明らかになったが，児童期以降にいかに子

どもが IC を消失させるかについては全く明らかではない。今後は，広い年齢の子どもを研究

対象として，子どもの IC 生成から消失に至る認知・脳内機構を解明したいと考えている。 

二つは，成人を対象にした研究である。これまでの研究は主に子どもの IC を対象にしたも

のであったが，研究を進める中で，IC を持つ複数の健常成人に出会った。彼らは精神疾患だ

と思われることを危惧して，日常では IC について言及しない。子どもを対象にした研究では，

特に脳活動の計測などで様々な制約が出るため，成人を対象にした研究を進展させることで，

IC のより詳細な脳内機構が明らかになると考えられる。 

 

 

４． 評価 

（１）自己評価 

（研究者）  

本研究は研究を進める中で当初の目標を少し修正したが，IC を生み出す発達機構を明ら

かにし，IC にみられるリアリティを視線計測・脳機能計測で明らかにし，IC の発達的意義を認

知発達の側面から明らかにするなど，それぞれの研究目標は概ね達成できたと言える。但し，

扱う問題の特異性から，行動データや視線計測データも少なく，脳機能計測に基づいたデータ

をもう少し積み上げていく必要があると考えられる。 

本研究では，これまで殆ど検討されていないICを実証的に検証することが可能であることを

示したという点において，当該研究領域へのインパクトは計り知れない。さらに，子ども特有の

認知的世界があるということを示した点で，社会における子どもやヒトに対する見方を変えうる

という波及効果が生まれると考えている。 

 

（２）研究総括評価（本研究課題について，研究期間中に実施された，年２回の領域会議での

評価フィードバックを踏まえつつ，以下の通り，事後評価を行った）。 

（研究総括） 

本研究では，成人には知覚できない，「空想の友達」（Imaginary Companion, 以下，IC）に焦

点をあてた。IC とは名前を持ち，数か月間継続して，ある種のリアリティを伴って子どもと相互

作用する目に見えない存在をいう。欧米では半数近くの幼児が IC と相互作用するといわれる

が、IC に関する実証的研究は少ない。発達心理学においては，IC は「ふり遊び」の一種であり，



 

子どもは現実にはICを知覚しているわけではないと考えられているが，本研究は「自らの脳内

で創りあげた IC を現実でも視知覚している」という仮説を立て，検証した。すなわち、IC には乳

幼児期の社会的認知能力や社会脳が社会的環境と相まって関わることや、視線移動や近赤

外分光法による脳活動計測により IC を持つ人の特性を示し、IC を持つことの適応的な意義を

示した。 

本研究の目的は達成され、特に近年求められている乳幼児期の機能的発展を社会的な観

点から科学的に分析する研究として、高く評価する。今後の社会的・教育的な貢献も期待でき

る。 

研究は第一に，IC を生み出す発達機構の解明を行い、「社会的認知能力や社会脳の過活

動」によって IC が生み出されるという仮説を検証し、養育者の関わりが IC の生成と関連するこ

とを示した。具体的には，乳児期に「子どもの心に対して言及」、あるいは「子どもの自律性を

尊重」する養育者の子どもは，幼児期に IC を持ちやすいことを明らかにした。次に，子どもが

「ヒト以外の行為者に対して」心を帰属しやすいと，IC を持ちやすいことを明らかにした。これら

のことから，乳幼児期の社会的認知能力や社会脳が，社会的環境と相まって，ヒト以外の他

者への心的帰属を促進すること，そのような傾向が IC の生成と関連する可能性があることを

示した。第三に，IC に見られるリアリティの検証を実施した。従来は子どもの言語報告に依存

していたが，本研究では「視線行動」と「近赤外分光法による脳活動」を指標として採用した。

視線行動については，他者の行動知覚時に出る「顔への自発的定位」は成人では見られない

が，子どもにおいては顔への定位が見られた。また、ほとんどの成人では現実の他者知覚時

にのみ大脳運動野が活動するが，IC を持つ成人は空想の他者知覚時にも運動野が活動する

こと，子どもでも空想の他者知覚時に運動野が活動することを示した。最後に，IC を持つこと

の適応的意義について検証した。具体的には，「空想上の他者」と相互作用することで，幼児

期に著しく発達する実行機能とその脳内基盤である前頭前野の活動変化を検討し、「空想上

の他者」との相互作用は実行機能を高め，前頭前野の活動を向上させること，IC を持つ子ど

もほど変化量が大きいことが示された。IC を持つことは子どもの発達にポジティブな影響を及

ぼすということができよう。 

本研究では，これまで、ほとんど検討されていない IC を、心理的な方法論のみでなく、視線

計測や脳活動計測を導入することを含めて、実証的に検証した点において，当該研究領域へ

のインパクトや波及効果は計り知れない。さらに，子ども特有の認知的世界があるということを

示した点で，社会における子どもやヒトに対する見方を変えうるという波及効果が期待されよ

う。 
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